
i了イ  i41 lif

明 治史書館 電信

髯

5麦

;可

国
本寸
々

オ寺

本目
撲

1 議
`

氏
寄
――１１

）

-1-



淋
淋

ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

④

業
難
維
維
難
攀
緯
維

村

の

中

の

1995. 4 25 明治史 料館 4信 V01.1l Nol 通巻第41写・

‐  ¬ ¬    ¬ 仮 い  外 ⌒ の ⌒ 時 駿 落 決 る で 番 て け 国°  IJj大    香 に る

'召

さ 宿 一 人 点 河 の 定 た あ 付 そ ら 村 前
沢 平    員 天 の 津 れ に メヾ 保 で 国 人 さ め る に の れ 々 ぺ
||IL   ヒ

保 は 市 て つ
ヒ   

ー ー
 郷 左 域 い い

大 ド 三 上  帳 の か る て
合 平 香 十 香 合 に 村 ら ヽ は

llilill:: '
○ 二 五 四 八 七  ⌒ グ  と
○ [1-三 〇 四  村 さ  し

象条象条朱象 慮午 源を実ふした本iぞ 識あ務アぢ路

ほ き 郷 で  で 郷 泉   i¬ ¬ ¬ ¬    ¬ ¬ ¬ ¬

搭象奨9負 a f tt i署 [圭

`|ま

     F tt Γ盤  ?   オ寸
大 下 中 L 三 岡 椎 西 中 東
諏 石 石 石 合 枚 宮 路 沢 沢 沢
訪 日 田 田 計 橋 村 本」 田 田 [Π

本寸 本寸 本寸 本寸     EI「         本寸 本寸 本寸

五 四 五 四 三 六 六 一 六 六 三
よ な に り つ ヽ 四 る 富 四 三 一 三 二 〇 〇 〇 〇 九 八 一 〇 一 八
り い 比

｀
の  八

°
十 六 七 〇 〇 八 二 三 〇 五 六 八 二 〇 四 六

も 村 較 元 時  二 天 郡 石 石 イ「 石 石 石 石 石 石 石 石 石 石 石 石
大 の で 禄 点  石 保 今 余 余 余 余 余 余 余 余 余 余 余 余 余 余 余

き
い
と
い
う
事
例
が
い
く

つ
も
あ
り
、

矛
盾
点
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
沼
津

市
域
に
限

っ
て
み
て
も
、
六
二
四
石
余

の
井
出
村
、
五
九
八
石
余
の
青
野
村
な

ど
が
登
場
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
三
枚

橋
町
を
沼
津
宿
と
区
別
し
て
い
る
点
、

上

・
下
香
貫
村
、
東

。
中

・
西
沢
川
３

村
、
上

。
中

・
下
石
田
３
村
な
ど
を
い

っ
し
ょ
に
し
て
し
ま

っ
て
い
る
点
な
ど

も
、
厳
密
さ
に
欠
け
る
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
番
付
表
で
東
の
関

脇
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
上
・下
香
貫
村
、

同
じ
く
前
頭
三
枚
日
の
大
平
村
は
、
沼

津
市
域
の
中
で
は
平
坦
地
が
多
く
、
か

つ
て
は

一
面
の
水
田
地
帯
で
あ
り
、
村

高
が
大
き
い
の
は
も

っ
と
も
で
あ
る
。

特
に
大
平
村
は
、
明
治
二
十
二
年

（
一

八
八
九
）
の
町
村
制
施
行
後
も
、
他
の

村

々
の
よ
う

に
合
併
を
す
る
こ
と
な

く
、
単
独
の
村
と
し
て
存
続
し
、
昭
和

三
十
年

（
一
九
五
五
）
の
沼
津
市
今
併

に
至

っ
た
。

徳
倉
山
を
挟
ん
で
所
在
す
る
香
貫
と

大
平
の
共
通
点
に
は
、
広

い
村
域
の
中

に
小
集
落
が
散
在
す
る
と
い
う
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
小
集
落

こ
そ
が
住
民
の
生
活

・
生
産
の
基
本
的

な
単
位
で
あ
り
、　
い
わ
ば

「村
の
中
の

´

村
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
実
際
に
こ
れ
ら
の
小
集
落
に
つ

い
て
も

「村
」
と
呼
称
さ
れ
た
事
実
が

知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
下
香
貫
村
の

森
田
家
文
書

（当
館
所
蔵
）
か
ら
は
、

同
村
内
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
記
述

例
が
見
出
さ
れ
る
。

「塩
満
村
」
　

　

延
宝
７
年

「八
重
原
村
」
　

．几
禄
１２
年

「
石
原
村
」
　

　

安
永
８
年

「
桃
郷
村
」
　

　

一早
和
３
年

「
六
反
村
」
　

　

嘉
永
３
年

「
馬
場
村
」
　

　

慶
応
３
年

「
山
ノ
根
村
」
　

明
治
７
年

大
平
村
の
場
合
も
、
村
内
十
五
の
小

集
落
が
そ
れ
ぞ
れ

コ
三
分

一
村
」
「大
井

村
」
「御
前
帰
村
」
な
ど
と
称
え
る
こ
と

が
あ

っ
た
。

勿
論

こ
れ
ら
は

一
種

の
俗
称
で
あ

り
、
公
式
の
場
今
に
は
使
用
さ
れ
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
沼
津
市
域
の
別
の
村
で

は
こ
の
よ
う
な
小
集
落
も
し
く
は
村
内

の
組
を

「
町
内
」
と
称
し
た
事
例
も
あ

り
そ
の
名
称
は
現
在
も
生
き
て
い
る
。

表
中
の
カ
タ
カ
ナ
は
郡
名
を
表
す

ス
駿
束
郡
　
ア
安
倍
郡
　
マ
益
津
郡

フ
富
士
郡
　
ウ
有
渡
郡

イ
庵
原
郡
　

ンヽ
志
太
郡
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沼
津
丘（学
校
と
そ
の
人
材
◇
〉

洋

学

者

・
竹

原

四

兄

弟

沼
津
兵
学
校
の
二
等

⌒の
ち
二
等
）

教
授
に
石
橋
好

一

（旧
名
鎗
次
郎
、　
一

人
四
六
～

一
九

一
四
）
が
い
た
。
彼
は

開
成
所
出
身
の
英
学
者
で
あ
り
、
上
京

後
も
明
治
政
府
に
仕
え
開
拓
使

・
文

部
省

・
海
軍
兵
学
校
な
ど
で
翻
訳
を

担

当

し

た
。
『体

操

書
Ｌ
明
治

七

年

刊
）
・
『地
理
描
図
法
』
（同
九
年
刊
γ

『訓
蒙
勧
懲
雑
話
■

同
前
γ

『小
児

養
育
談
』
な
ど
の
訳
書

・
校
訂
書
が
あ

′つ
。彼

の
実
父
は
幕
府
の
御
細
工
所
同
心

竹
原
五
左
衛
門
と
い
っ
た

が
、
そ
の
四
人
の
息
子
た

ち
は
兄
弟
そ
ろ

っ
て
の
洋

学
者
だ
っ
た
。

長
兄
は
竹
原
平
次
郎
と

い
い
、
品
平
妾
を
安
政
六

年

（
一
人
五
九
）
乙
科
で

及
第

（Ｊ
［
平
学
科
名
録
」

『江
戸
』
第
２
巻
）
、
後
に

開
成
所
化
学
教
授
出
役

（慶
応
二
年
六
月
時
点
）

と
な

っ
た
人
物
で
あ
る
。

『化
学
入
門
」
（初
編
、
慶

応
三
年
刊
）
と
い
う
訳
書

が
あ
る
。
戊
辰
戦
争
で
は

江
戸
開
城
に
際
し
て
脱
走

軍
に
加
わ
り
東
北
地
方
を

一

転
戦
、
明
治
二
年
正
月

に
は
弟
石
橋

好

一
が
い
る
沼
津
に
逃
げ
一戻
り
、
官
軍

の
追
及
を
の
が
れ
た
ら
し
い
。
当
時
沼

津
兵
学
校
化
学
方
だ
っ
た
桂
川
甫
策
が

東
京
の
兄
に
あ
て
た
手
紙
に

「此
節
竹

原
平
次
郎
奥
州
ぢ
沼
津
江
帰
り
　
当
節

ハ
拙
宅
ノ
近
所

二
潜
り
居
」
と
あ
る

名
蘭
学

の
家
桂

川

の
人

々
　

最

終

生Ｆ

）
。
そ
の
後
俊
勝
と
改
名
し
、
明
治

三
十
八
年

一
月
五
日
に
亡
く
な

っ
た
ら

し
い
が
、
そ
の
間
の
経
歴
は
不
明
で
あ

′り
。次

兄
吉
沢
勇
四
郎
は
、
万
延
元
年
二

八
六
〇
）
八
月
に
蕃
薔
調
所
英
学
句
読

教
授
出
役
に
任
命
さ
れ
、
翌
文
久
元
年

六
月
に
は
英
学
教
授
千
伝
並
出
役
と
な

っ
た
。
そ
の
後
陸
軍
に
転
じ
た
ら
し
く
、

陸
軍
所
が
出
版
し
た
『斯
氏
築
城
典
刑
』

（慶
応
元

・
二
年
刊
）
、
『火
功
奏
式
』

（慶
応
二
年
刊
）
は
彼
の
訳
書
で
あ
る
。

慶
応
四
年
二
月
に
は
砲
兵
差
図
役
頭
取

か
ら
工
兵
頭
並
と
な
り
、
同
僚
の
小
菅

智
淵
と
と
も
に
箱
館
戦
争
に
参
加
、
明

治
二
年
五
月
十

一
日
、
三
十

一
歳
で
戦

死
し
た
。

石
橋
好

一
の
三
歳
年
下
の
弟
で
、
竹

原
家
の
六
男

・
竹
原
安
太
郎
は
、
万
延

元
年
四
月
、
十
二
歳
の
時
、
兄
好

一
や

西
周
ら
と
と
も
に
選
抜
さ
れ
、
イ
ギ
リ

ス
公
使
の
宿
合
で
あ
る
高
輪
の
東
禅
寺

に
お
い
て
英
語
の
学
習
を
す
る
こ
と
を

命
じ
ら
れ
た
。
一九
治
元
年

（
一
八
六
四
）

時
点
で
は
開
成
所
の
稽
古
人
だ
っ
た
。

そ
の
後
の
経
歴
は
不
詳
だ
が
、
戦
死
し

た
兄
吉
沢
勇
四
郎

の
家
に
養
子
で
入

り
、
吉
沢
忠
則
と
名
乗

っ
た
よ
う
で
あ

り
、
明
治
二
十
七
年
七
月
二
十
二
日
に

亡
く
な

っ
た
。

以
上
、
竹
原
兄
弟
の
蕃
書
調
所

。
開

成
所
で
洋
学

・
英
学
を
学
習
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
る
履
歴
か
ら
は
、
幕
末
期

の
人
材
登
用
政
策
に
乗
り
、　
一
家
を
挙

げ
て
立
身
し
て
い
っ
た
幕
府
下
級
官
吏

の
姿
が
見
て
と
れ
る
。
能
力
主
義

の

採
用
は
封
建
的
な
身
分
秩
序

の

一
角

を
打
破
し
、
竹
原
兄
弟
も
御
細
工
所
同

心
と
い
う
父
祖
伝
来
の
家
柄
を
超
越
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
静
岡
藩

・
沼
津

兵
学
校
の
人
的
構
成
も
、
明
治
政
府
の

官
僚
制
度
も
、
幕
末
に
お
け
る
こ
の
よ

う
な
動
き
の
延
長
に
位
置
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
沼
津
兵
学
校
の
教
授

・
生
徒

は
学
識
の
程
度
や
試
験
で
選
ば
れ
た

し
、
明
治
新
政
府
の
官
僚
内
に
も
藩
閥

は
あ

っ
た
が
門
閥
は
な
か
っ
た
の
で
あ

フ●
。

シ
リ
ー
ズ

右から竹原俊勝、石橋好一

吉沢忠則

吉沢勇四郎

(石橋誠―氏提供、2点とも)
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刊
行

内
容

一
瀬
川
裕
市
郎

「愛
鷹
山
麓
の
旧

石
器
時
代
の
構
造

（３
汀
、
竹

内
栄

「
沼
津
市
に
お
け
る
山
神

社
の
分
布
と
祭
祀
」
、
樋
口
雄
一彦

コ
輿
地
航
海
図
』
の
訳
者
武
田

簡
吾
に
つ
い
て
し
、
同

「
史
料
紹

介
　
間
宮
喜
十
郎
の
東
京
留
学

＝
誌
」

◎
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
開
館

に
つ
い
て

休

館

Ｈ

¨
５

月

１

日

（
月

）
、

６

日

（
上

）

こ
れ
以
外
は
開
館
し
ま
す
。

◎
５
月
１９
日
は
無
料
開
館
日

５
月
１９
日

（金
）
は
、
江
原
素
六
が

亡
く
な

っ
た
記
念
Ｈ
と
い
う
こ
と
で
観

覧
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
．
菓
前
で
は

江
原
素
六
先
生
顕
彰
会
に
よ
る
記
念
祭

が
行
わ
れ
ま
す
。

◎
平
成
６
年
度
調
査
来
館
者
抄
録

４

・
１０
　
沼
津
市
史
編
纂
近
現
代
委
員

４

・
１７
　
静
岡
県
立
美
術
館
学
芸
員

５

・
８
　
沼
津
市
史
近
現
代
部
会
委
員

32221 1  12 12 12 11 11 11 lH0 9 8 8 7 7 7 5

沼
津
市
史
近
現
代
部
会
委
員

沼
津
市
史
近
現
代
部
会
委
員

同
右
近
世
部
会

（～
２３
）

沼
津
市
史
近
世
部
会
委
員

沼
津
市
史
近
世
部
会
委
員

松
戸
市
立
博
物
館
学
芸
員

小
島
資
料
館

国
士
館
大
学
史
学
科

沼
津
市
史
近
現
代
部
会
委
員

⌒～
６
）

戦
国
史
研
究
会

埼
玉
県
地
域
史
料
保
存
活
用

連
絡
協
議
会

沼
津
市
史
近
現
代
部
会
委
員

（～
２６
）

同
右

（～
Ｈ
）

同
右

静
岡
高
校
郷
上
研
究
部

沼
津
市
史
近
現
代
部
会
委
員

（～
Ｈ
）

同
右

同
右

・
同
中
世
部
会
委
員

沼
津
市
史
近
現
代
部
会
委
員

同
有

（～
１９
）

同
右
漁
村
史
部
会

（～
２３
）

静
岡
県
史
編
さ
ん
室
員

・
沼

津
市
史
近
現
代
部
会
委
員

沼
津
市
史
近
現
代
部
会
委
員

（～
５
）

３

・
‐４
　
千
葉
県
印
西
町

・
栄
町
史
編

算
湾
至
［貝

３

・
２４
　
藤
沢
市
教
育
史
編
さ
ん
室
員

３

・
２８
　
沼
津
市
史
自
然
環
境
部
会
委

］貝

◎
平
成
６
年
度
の
主
な
資
料
貸
出
先

磐
田
市
教
育
委
員
会

（赤
松
――――
良
関
係

史
料
）
／
沼
津
市
立
図
書
館

（絵
は
が

き
）
／
静
岡
県
立
美
術
館

（川
村
清
雄

作
品
）
／
松
戸
市
立
博
物
館

（愛
鷹
牧

関
係
史
料
）
／
沼
津
市
立
図
書
館

（原

宿
関
係
史
料
）
／
佐
倉
市
中
央
公
民
館

（大
築
尚
志
写
真
）
／
小
学
館

（伊
庭

八
郎
錦
絵
フ
ィ
ル
ム
）
／
毎
Ｈ
グ
ラ
フ

（広
重
画
沼
津
浮
世
絵
フ
ィ
ル
ム
）
／

学
研

（沼
津
兵
学
校
関
係
写
真
フ
ィ
ル

ム
）
／
中
京
テ
レ
ビ

（広
重
画
沼
津
浮

世
絵
フ
ィ
ル
ム
）

◎
館
職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て

４
月
１
日

・
４
日
付
の
人
事
異
動
に

よ
り
、
館
長
川
田
弘
が
退
職
、
後
任
に

山
本
啓
司

（社
会
教
育
課
長
と
兼
任
）

が
右
任
、
主
杢
長
澤
利
之
が
国
民
年
金

課
に
転
出
、
後
任
に
副
参
事
補
石
内
進

（市
史
編
さ
ん
係
長
）
が
着
任
、
嘱
託

堤
健
二
が
退
職
、
後
任
に
武
田
藤
男
（前

市
立
沼
津
高
校
教
諭
）
が
着
任
し
ま
し

た
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お

願
い
中
し
上
げ
ま
す
。
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★今 年 で戦 後 50年

夏の企画展では「昭和の戦

争と沼津」(仮称)と いうテ

ーマで十五年戦争と地域 と

の関わ りを取 り上げます。

戦争中の資料 (文書・写真・

物品など)を お持 ちの方は

是非お知らせ下さい。
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